
 

（山根） 

山根でございます。こういう形で皆さんの前に出るのは 1 年半ぶりかと思いますが、よろしくお願

い申し上げます。 

本日は皆様、ご多忙にも関わらずご参加いただきまして、誠に恐れ入ります。本日、8 月 8 日付を

もちまして、小林製薬株式会社の代表取締役社長に就任いたしました、山根でございます。よろし

くお願い申し上げます。 

 

 

 

 

  



 
 

 

まずは改めまして、お亡くなりになった方のご冥福をお祈り申し上げ、それとご遺族の皆様に心か

らのお悔やみを申し上げます。また、入院をされてる方、通院にて治療されてる方の一刻も早い回

復を、心よりお祈り申し上げます。 

今回の紅麹サプリの問題、これはお客様の健康のために、医薬品や食品を販売している当社にとっ

ては本当にあってはならない事でありまして、本当に私としても痛恨の極み、責任を強く感じると

ころであります。 

今年の 1 月に症例を確認してから 2 カ月間、なぜ公表することができなかったのか、本当に悩み続

けてまいりました。我々は決して隠蔽するとかそういうことではなく、放置しているというわけで

もなく、一生懸命やってきたつもりでしたが、なぜそれができなかったのか。今から思えば、原因

究明に傾注してしまい、本当にこの今の状況では「誰に今後どういう結果をもたらすのか」という

想像力をしっかり働かせられなかった。これが最大の反省であります。 

健康に貢献する産業、会社ですから、それを存在意義としている我々ですから、他者を慮る想像力

がしっかり働かせられなかった。本当に我々にとっていま最大の難局にあると考えております。 

これから当社は、事業を行っていく上での考え方、これを一から入れ替えなければならないと思っ

ております。それは、私達 1 人 1 人が、一つ一つの仕事を我がこととして、他者を慮る、周りの方

を慮る、その想像力をいかに働かせるかという、その当たり前を一人一人に根づかせることになる

かと思います。 

そして、それはもう誰よりも我々経営陣がそれを率先してやる、先頭に立ってやりきる、そういう

ことだと思います。結果、本当にもう一度再び我々が、あったらいいなをカタチにすることができ



 
 

る、してよろしいと、そう言っていただける会社になるように努力していかなければならないと思

っております。 

本日は、その第一歩となるために、原因究明はまだまだ続いていて、確定的なことは申し上げられ

ないですが、想定する原因や補償の方針、足元の安全確認の状況、これらについてご説明したいと

思います。 

  

  



 
 

 

まず、健康被害の状況についてご説明いたします。 

これは 8 月 4 日時点の状況でありまして、ホームページにも掲載しております。今後も正確な被害

の状況の把握に努めて、一刻も早く調査完了できるよう、厚生労働省、大阪市の方々のご指導をい

ただきながら取り組んでまいります。 

数字について下から見ていただきますと、全ての受付数、これは健康被害だけではなくて、商品の

返金とか返品の方法など、その他のお問い合わせも含めての件数でありますが、14 万 7,000 件あ

ります。そのうち健康被害についてのものが 1 万 300 件です。 

そして、これまで入院された方の延べ件数が 467 件、これまでに通院された方の延べ件数が 1,819

件という状況です。 

死亡に関連するお問い合わせ、これは全て我々の製品を摂取しておられるかどうかに関わらず、お

問い合わせがあった件数がトータルで 319 件。そのうち、摂取の実態が無かった方が 207 件、現

在実態確認中のものが 5 件あります。その結果、詳細調査対象が 107 名おられるわけであります

が、そのうち 32 件の方がいまだ継続調査中、21 名の方は調査が完了し、医学的な因果関係につい

ては、ある程度整理ができたということになります。残り 54 件の方は、同意書の取得ができない

等の理由で、ここで調査終了せざるを得ない方となります。 

  

  



 
 

 

続きまして、7 月 23 日付で、経営体制の異動・変更をいたしましたので、改めてご案内いたしま

す。 

7 月 23 日付で、当社代表取締役会長であった小林一雅は辞任いたしました。今は特別顧問に就任

しております。前代表取締役社長、小林章浩、これは本日付で代表取締役を辞任しまして、補償担

当の取締役になっております。そして後任の社長には、本日付で私が就任いたしました。 

私に課せられた使命・課題は、全社を挙げてやるべきことをしっかりやる。その先頭に立って、間

違いなくきっちりやるんだということだと理解をしております。失った信頼はすぐに戻すことは残

念ながらできないと思います。故に、一つ一つ小さな信頼を積み重ねてまいります。 

  

  



 
 

 

私がこれから陣頭指揮をとりながら、全社を挙げて取り組むものを五つご説明いたします。これ

は、7 月 23 日付の取締役会の総括にも書いてあるところでもあります。 

一つは謝罪と補償。これは何よりも大事なことですから、力強くやることにしてまいります。後ほ

どご説明いたします。 

品質安全確認と再発防止。これも補償に対する向き合いと同じ、重要なものでございますから、後

ほどご説明を申し上げます。 

3 点目が、企業理念、企業風土の見直しであります。お客様の健康、品質安全を第一に考える、そ

の意識の徹底、これから果たさなければならないと思っております。 

4 番目、経営体制の抜本的改革であります。当社の信頼回復と事業再建のため、今回の危機管理対

応における反省、これを教訓にして、今後の体制、抜本的改革の検討を進めてまいります。 

5 番目は従業員との対話であります。今回の問題は危機管理におけるリーダーシップの失敗であり

ました。これによりまして、従業員の経営に対する信頼も損なってしまいました。故に、従業員が

経営に対する信頼、安心感、モチベーションをさらに持てるように対話に努めてまいります。既に

これはもう開始しております。 

 

  

  



 
 

 

なお、コーポレートガバナンスということが今回のテーマになりますが、この強化につきまして

は、意思決定における多様な視点の確保、同質性の排除、リスクマネジメント体制の再整備などの

施策を実施してまいりたいと思います。 

今回の反省の上に、何よりも大事なのはやはり、品質と安全を第一に考えるという意識の感度、こ

れをさらに高めることではないかと思っています。そして、その決断はリーダーが下すのだという

強い決意と意識を持っておきたいと思います。 

具体的に何をするかでありますが、例えば一例でありますが、多様な視点等々を含めて、執行役員

会と取締役会、この連携をさらに密にしたいと思います。品質と安全、これを第一に考えるための

組織、今で言うと信頼性保証本部ですけども、それを中心に組織の機能強化と充実を図り、さらに

それに対して横串をさせるような新しい組織の設置も考えたいと思っております。 

また、執行役員会については、これも多様な視点、同質性の排除をして、多様な視点でやるとか、

もっと決断ができる会にしていきたいと考えています。この他にも、各所から様々なご助言をいた

だくこともあろうかと思います。特に投資家からのご意見には耳を傾けて、必要なものはぜひ取り

入れさせていただきたいと思っております。 

ちなみに、7 月 26 日のコーポレートガバナンス報告書でも開示しておりますが、取締役会の議長

につきましても、ガバナンス強化ということで、社外取締役の方から、毎回どなたかを選任すると

いう形の運営に変えております。 



 
 

 

（小林） 

この度、当社の代表取締役社長を辞任しまして、補償本部の管掌の取締役となりました、小林で

す。今回の件では、健康被害に遭われた方をはじめ、今もなお多くの皆様に多大なるご心配、また

ご迷惑をおかけしておりますこと心よりお詫びを申し上げます。 

山根からもございました通り、今後、補償の役割を最後までやり切ることが、当社のこれからの歩

みの大前提となると考えております。創業家の者で、やはり前社長でありました私が責任を持っ

て、最後まで補償をやり切ることが、私に課せられた使命であると考えております。 

それでは、スライドで少し概要を説明いたします。 

7 月 1 日付で、補償の専任部門を作りました。補償対応本部でございます。 

各本部に散らばっていた補償関連の業務を集約・一元化いたしまして、お客様への対応を迅速かつ

適切に進められる体制としております。この体制のもと、誠心誠意、補償の対応を進めていきたい

と考えております。 

  



 
 

 

続きまして、補償の方針です。 

対象製品は 3 月 27 日付で大阪市保健所より回収命令を受けた当社製品のうち、プベルル酸を含有

することが確認された、または可能性のある製造番号のものとなります。詳細は、リリース内容を

ご確認をいただく所存です。 

対象となるお客様は、対象製品の摂取と症状の間に因果関係が認められるお客様としております。

ご提出いただいた医師の診断書の内容などを総合的に勘案して判断を進めさせていただく考えでご

ざいます。 

また、補償の受付につきましては、8 月 19 日からを考えております。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、補償の内容です。四つの項目となっておりまして、医療費・交通費、そして慰謝料、

休業補償、そして後遺障害による逸失利益となります。 

最初の医療費・交通費につきましては、随時お支払を既にしているものもございます。慰謝料以下

につきましては、ご承認いただきましたものから、いただき次第、速やかにお支払をしていく所存

でございます。その他詳細につきまして、ご確認いただく場合は、資料をご確認いただければと思

います。 

この方針に基づきまして、誠心誠意、健康被害に遭われた方々への補償を進めていきたいと考えて

おります。以上でございます。 

 

（山根） 

現時点での補償の方針は以上でございますが、いずれにしましても補償、これはとても重要なこと

でございますから、最重要テーマとして取り組んでまいります。 

 

  

  



 
 

 

それでは、これは本日 15 時にリリースした件でございますけども、今回の事案に関係しました紅

麹事業については、本日の取締役会で撤退を決定しております。 

  

  



 
 

 

続きまして、補償に並んで、もう一つ重要な品質安全確認と再発防止の方向性につきまして、ご説

明をいたします。 

当社では引き続き、厚生労働省や国立医薬品食品衛生研究所が主導する原因究明に協力してまいり

ますが、現時点でまだ残念ながら原因の特定には至っておりません。 

なお、原因究明の途中経過が 5 月 28 日に公表され、紅麹の培養中に青カビが混入して増殖するこ

とで、プベルル酸などの化合物が生まれて健康被害を生じた可能性が高いと示唆されております。 

 

  

  



 
 

 

紅麹製造ライン、これは当社で約 50 日間の培養期間が特徴でありまして、その長い培養期間が故

に青カビが混入・増殖した結果、プベルル酸などが産生したと推定しております。加えて、衛生管

理、手順書の不備、品質管理上のリソースの不足等々もあったかもしれないということで、原因の

一つと考えております。 

 

  

  



 
 

 

さて、本日お伝えしたい内容を申し上げます。 

本来であれば、今回の紅麹の問題の直接的な原因を確定的なものとしてご案内し、それに対する再

発防止策、これをご説明したかったところでございますが、残念ながら未だに原因の特定・確定的

にお話しできるものには至っておりません。 

故に、再発防止策はまた改めてご説明させていただくこととして、一方で、紅麹以外の製品で同様

の健康被害を発生させるようなリスクがないかの確認は当然進めておりますので、今日は、その現

時点の進捗をご説明したいと思います。 

  

  



 
 

 

当社工場で製造している他の製品の品質確認、この中間報告を今から簡単にいたします。 

当社の工場では、一定の公的基準、これを遵守して当然製造しておりますが、改めて安全性を確認

するため、まずは重点的に口から摂取する製品の製造ラインについて、自主点検を行っておりま

す。今後は、第三者機関の監査、これを年内までに実施する予定にしております。 

 

  

  



 
 

 

その上で、自主点検について、ご覧の三つを実施しております。 

 

  

  



 
 

 

  

  



 
 

 

  

  



 
 

 

  

  



 
 

 

本日までの当社工場での自主点検の結果からは、紅麹以外の製品について、重篤な健康被害発生リ

スクは現時点認められませんでした。しかし、全ての問題を完全に抽出できているとは思いません

ので、さらに全社一丸となって、製造現場に向き合える体制をこれからも構築し、都度改善を進め

ていく考えであります。 

今後につきましては、現在検討中の再発防止策に今回の自主点検結果の内容も踏まえて、網羅的に

策定し、内容がまとまり次第、公表する考えでおります。再発防止策の検討におきましては、ガバ

ナンス視点からの強化策も実行してまいります。これにつきましても、今内容を詰めておりますの

で、あわせてそのときにご説明をする考えであります。 

再発防止策は今、鋭意検討中でありますが、全社一丸となって、これを必ず実現し、信頼の回復に

努めてまいりたいと思います。 

  

  



 
 

 

（中川） 

私、中川からは、2024 年 12 月期第 2 四半期の決算業績につきまして、ご報告をさせていただき

ます。 

 

  

  



 
 

 

まずは、第 2 四半期累計の業績サマリーとなります。 

国内事業は、トータルで対前年に比べまして、マイナス 30 億円、マイナス 5.2%の減収となりまし

た。国際事業に関しましては、対前年プラス 26 億円、プラス 16.7%の増収となりました。 

国内事業のこのマイナス 30 億円の中には、インバウンド需要の増加 21 億円を含んでおります。

また、Sawaday の新製品、ヒプキュア、そういった新製品の影響はプラス 19 億円でした。 

反面、紅麹関連製品の自主回収等の影響で、既存品が減収しておりまして、マイナス 48 億円の結

果となっております。また、カイロの暖冬の影響による減収や、通販の減収もございまして、トー

タルでの減収という結果になっております。 

国際事業に関しましては、為替の影響もございますが、中国大陸や香港地域の減収を他の国・地域

でカバーした形となり、トータルでは増収となりました。なお、国際事業につきましては各国のペ

ージでご説明をさせていただければと思います。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、連結業績となります。 

第 2 四半期累計の売上高は 731 億円で、前年度の比較ではマイナス 0.7%でした。営業利益は 94

億円で、マイナス 9.0%。当期純利益におきましては 14 億円で、マイナス 81.7%の減益の結果とな

りました。 

第 2 四半期におきましても、第 1 四半期に追加いたしまして、紅麹関連製品回収等に伴う特別損失

を計上しておりまして、上期では合計 79 億円を計上しております。この金額は、6 月までの発生

分と、7 月以降に発生を見込むものにつきましても、合理的に見積もれるものにつきましては計上

しているものとなります。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、連結営業利益の増減要因となります。 

第 2 四半期累計の営業利益は 94 億円となりましたけれども、こちらは前年 104 億円から比べます

と約 10 億円の減益となっております。増加要因を青のブロック、減少要因を赤のブロックで示し

ておりますけれども、まず大きな要因としましては、青のブロックであります広告を抑えてる影響

というものが大きく出ておりまして、こちらはプラス 38 億円となっております。 

しかしながら、減収の影響がマイナス 12 億円、人件費増がマイナス 12 億円、償却費増マイナス

10 億円などもございまして、結果減益となっております。 

為替の影響を右の方に示しておりますけれども、プラスとマイナスの要素がございました。今期は

仕入価格の影響の方が大きく出ておりまして、ネットではマイナス 2.2 億円の結果となっておりま

す。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、国内事業を見ていきたいと思います。 

第 2 四半期累計の売上は、トータルで 547 億円の 5.2%減収の結果となっております。日用品につ

きましては、第 2 四半期に少し落込みはありましたけれども、半期ではプラスの 1.1%となってお

ります。日用品以外につきましては、全体的に前期と比べましてマイナスの結果となっておりまし

て、ヘルスケアにつきましては、食品カテゴリーが影響を受けて、マイナス 3.5%の結果となって

おります。 

カイロにつきましては、暖冬の影響がございまして、前期から 10 億円のマイナスとなり、通販事

業におきましては、4 月以降解約のお申し出の影響もございまして、27 億円でマイナス 28.7%と

なりました。 

営業利益につきましては、国内では広告を抑えいてる影響もございまして、97 億円でプラス 5.1%

の結果となっております。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、国内事業のインバウンドの影響についてご説明をいたします。 

第 2 四半期までの累計では、50 億円の売上の結果となっております。これは、コロナ前ピーク時

の 2019 年と比較しまして、ほぼ同水準の金額となっております。海外からのお客様の構成比に関

しましては、台湾地域、韓国、中国大陸、これらが約 30%ずつ占めているというような状況でご

ざいます。 

また、第 2 四半期までの売れ筋商品につきましては、コロナ前とは大きくは変わっていないという

状況でございました。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、国際事業を見ていきたいと思います。 

第 2 四半期累計の売上では 181 億円で、対前期でプラス 16.7%の増収となりました。為替影響を

除きますと、国別ではプラスマイナスはございますが、トータルでは 5.6%の増収となりました。 

営業利益につきましては、トータルマイナス 4 億円となりまして、昨年秋に買収しました Focus

社の販管費の増分でありますとか、のれんの償却費、こういったものが影響しておりまして、赤字

の結果となっております。 

それでは、国別に簡単にご紹介をしていきたいと思います。 

 

  

  



 
 

 

まず、アメリカでございます。 

カイロは暖冬がございまして、苦戦をしておりますけれども、それ以外の医薬品・その他、そうい

った分類におきましては、Focus 社が連結に加わったこともございまして、大きく増収の結果とな

っております。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、中国大陸です。 

広告を停止している影響もございまして、前年と比較してマイナス傾向となっております。カイロ

につきましては、昨年同期に無返品契約への切替を伴う出荷抑制がございまして、その比較ではプ

ラスとなってはおりますけれども、2022 年の金額と比べますと、その水準にはいたっていないと

いうような結果になっております。熱さまシートにおきましても、昨年のコロナ特需の反動もあ

り、比較をしますとマイナスの結果となっております。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、東南アジアについてご紹介いたします。 

医薬品につきましては、アンメルツが好調に推移をしておりまして、増収の結果となっておりま

す。熱さまシートに関しましても、コロナ、インフルエンザなど、各種感染症にも使用される生活

習慣が根づいておりまして、増収の結果となっております。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、製品値上げの状況についてご紹介をさせていただきます。 

製品値上げにつきましては、先日 8 月 2 日にもリリースをさせていただいておりますけれども、予

定通り、今後も行っていく予定でございまして、現時点の予定としましては、昨年よりも少し微増

してる程度の値上げの品目を今予定をしております。 

 

  

  



 
 

 

次のページは設備投資についてでございます。 

既に発表しております、海外の成長を支える大型設備投資につきましては、計画通り進捗をしてお

ります。また、順次稼働を予定しております。 

また、新製品開発におきまして、KPI として 30 品目というような目標を定めておりますけれど

も、こちらは変えることはなく、秋も新製品の発売を予定をしております。 

 

  

  



 
 

 

続きまして、通期の見通しにつきまして、今回公表することとなりましたので、ご説明を差し上げ

たいと思います。 

前提になりますのは、ここに記載の通りでございますけれども、まずは広告につきましては、国内

は年内は再開しないということを前提にして数字を算出しております。 

また、インバウンドは、先ほどもご説明をさせていただきましたけれども、現状におきましては、

コロナ前と比較しましても同レベルの推移をしておりますので、期初想定通りということで、年間

95 億円を見込んでおります。 

また、為替につきましては、ここのところ大きな動きはありますけれども、前提としましては、米

ドルの 150 円を想定しております。次のページに、これらの前提をもとにした数字をまとめてお

ります。 

 

  

  



 
 

 

今回、赤枠で囲ってる数字を今期の予測としてご提示いたしました。 

売上高は 1,690 億円、営業利益は 240 億円、当期純利益は 121 億円といたします。EBITDA につ

きましては、前期の実績を上回る 319 億円で、配当につきましては本日リリースいたしました中

間配当の金額も踏まえまして、102 円といたします。 

 

  

  



 
 

 

最後に、今後についてです。 

現時点におきまして、補償や再発防止策を実施し、信頼回復に向けて全力を挙げて取り組むことが

最優先だと考えております。 

その上で、長期の目線で企業価値を向上させるために、品質ならびに人的資本を第一とする投資判

断のあり方、事業ポートフォリオの再編の検討、またキャッシュアロケーションや株主還元の方向

性の見直し等、これらを近くまたお話しできる機会があればと考えております。 

以上、私から 2024 年の 12 月期第 2 四半期の決算業績のご報告とさせていただきます。 

 

（山根） 

当社は今、今後事業を進めていく上での考え方、これをやっぱり根本的に変えていきたいというふ

うに思っております。そして再び世の中の皆様から、あったらいいなをカタチにすること、これを

進めて良いのだというふうに言っていただけるような状況に持っていけるように、粉骨砕身、頑張

りたいと思っております。 

そのためにも、まずは補償と再発防止、これをしっかり進めること。そして、品質と安全、これを

第一に考えて、魂のこもったものづくりをもう一度しっかりやっていく。こういうことだと思いま

す。小さな信頼を一つずつ積み重ねてまいります。 



 
 

最後になりましたが、本当に投資家の皆様方にはご心配とご迷惑をおかけしていることと思いま

す。我々、これからも粉骨砕身、頑張ってまいりますので、よろしくご支援のほど、お付き合いく

ださいますよう、よろしくお願い申し上げます。私からは以上でございます。 

 

  

 


